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矛
三
回
定
例
村
議
会
i

　
　
　
　
勘
論
肇
販
な

選
任

第
二
回
補
正
予
算
3
千
5
8
万
2
千
円

　
第
三
回
定
例
村
議
会
は
、
去
る
九

月
二
十
七
臼
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日

の
日
程
で
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

補
正
予
算
、
教
育
委
員
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
の
選
任
、
請
願
陳
情
な

ど
を
慎
重
に
審
議
し
、
午
後
七
時
過

ぎ
散
会
し
た
。
な
お
付
議
さ
れ
た
お

も
な
事
件
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

◇
補
正
予
算
関
係

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

村
長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
議
会
の

承
認
を
求
め
、
そ
れ
ぐ
提
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
主
な
内
容

は
農
業
、
水
産
事
業
費
に
県
単
事
業

関
係
で
四
十
三
年
災
、
林
道
小
沢
線

災
害
復
旧
事
業
費
分
担
金
九
万
五
千

円
、
桑
園
造
成
事
業
ニ
ケ
所
七
十
七

憐
二
千
円
、
集
乳
所
事
業
一
ケ
所
六

十
八
万
円
、
刈
払
機
七
台
十
二
万
七

千
円
、
四
十
三
年
災
林
道
小
沢
線
災

害
復
旧
事
業
費
補
助
金
九
万
四
千
円

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
回
目
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
当
日
上
提
さ
れ
た
が
、
総

額
三
千
五
十
八
万
二
手
円
の
追
加
で

こ
の
主
な
内
容
は
、
▽
総
務
費
三
百

写真は去る9月27日に行

なわれた村議会のようす

二
十
一
万
七
千
円
（
庁
用
器
具
類
三

十
八
万
四
千
円
ほ
か
、
徴
税
費
八
十

七
万
四
手
円
、
選
挙
費
十
二
万
円
、

統
計
調
査
費
五
万
円
）
▽
民
生
費
四

十
三
万
八
千
円
（
社
会
福
祉
費
三
十

万
三
千
円
、
児
童
福
祉
費
十
三
万
五

手
円
）
▽
衛
生
費
百
九
十
二
万
二
千

円
（
患
者
輸
送
車
購
入
費
百
五
十
万

円
ほ
か
）
▽
農
林
水
産
事
業
費
三
†

五
万
九
千
円
、
減
額
組
替
（
農
業
費

六
十
三
万
九
手
円
組
替
、
駄
業
費
二

十
八
万
円
）
▽
商
工
費
三
十
五
万
八

千
円
（
商
工
会
補
助
ほ
か
）
▽
土
木

費
千
四
百
七
十
八
万
六
千
円
（
除
雪

車
借
上
料
百
五
万
円
、
村
道
工
事
請

負
費
九
百
五
十
一
万
円
、
用
地
買
収

費
六
十
二
万
円
、
村
道
倉
下
、
土
倉

線
砥
沢
川
橋
架
設
工
事
、
村
道
芋
沢

山
崎
線
七
川
僑
架
換
工
事
費
四
百
八

十
万
円
ほ
か
）
▽
消
防
費
二
百
五
十

七
万
円
（
ジ
ー
プ
型
自
動
車
ポ
ン
ブ

一
台
二
百
十
五
万
円
ほ
か
）
▽
教
育

費
七
百
六
十
万
円
（
教
員
住
宅
費
四

十
一
万
三
千
円
『
小
学
校
費
四
百
八

万
八
千
円
、
中
学
校
費
二
百
七
十
六

万
円
、
社
会
教
育
費
†
七
万
一
千
円

保
健
体
育
費
十
七
万
八
千
円
ほ
か
）

▽
災
害
復
旧
費
千
三
百
二
十
八
万
四

千
円
減
額
組
替
（
農
林
水
産
施
設
災

害
復
旧
費
千
三
百
三
十
二
万
一
千
円

減
額
組
替
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
費

三
万
七
工
－
円
）
▽
公
債
費
（
七
百
八

十
八
万
二
千
円
）
予
備
費
（
五
百
四

十
五
万
二
千
円
）

◇
人
亭
関
係

　
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
去
る
八
月
三
十
一
日
づ
け

で
教
湾
委
員
を
辞
し
た
藤
田
五
郎
氏

の
欠
員
と
、
九
月
三
十
日
付
で
任
期

満
了
に
と
も
な
う
村
山
軍
英
氏
の
か

わ
り
に
十
月
一
日
付
で
関
根
隆
光
氏

（
田
沢
本
村
）
保
坂
勇
二
氏
（
芋

沢
）
を
任
命
、
ま
た
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

十
月
一
日
付
で
樋
口
秀
夫
（
小
原
）

山
田
一
平
（
宮
中
）
上
原
武
（
山

崎
）
岡
村
佐
七
（
倉
俣
）
の
各
氏
を

選
任
し
た
。

◇
請
願
陳
情

◎
陳
情
者
、
小
出
区
長
山
本
武
常
ほ

か
十
名
、
村
道
倉
俣
、
重
地
、
小
出

線
整
備
に
つ
い
て
“
採
択

◎
陳
情
者
、
程
島
区
長
南
雲
正
昭
、

中
里
村
程
島
地
区
県
道
よ
り
川
原
耕

地
に
通
す
る
農
道
新
設
工
事
費
の
助

成
に
つ
い
て
髄
採
択

統
計
調
査
員
任
用

　
　
候
補
者
の
募
集
に
つ

　
新
潟
県
統
計
調
査
員
任
用
候
補
者

登
録
制
度
の
実
施
に
あ
た
り
、
統
計

調
査
員
任
用
候
補
者
の
募
集
を
次
に

ょ
り
行
な
い
ま
す
●

一
、
募
集
対
象

中
里
村
内
居
住
者

一
一
、
募
集
人
員

約
五
名

三
、
応
募
資
格

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
教
育
委
員
長
樋
口
与
三
郎

　
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
よ
る
教

育
委
員
の
人
事
が
あ
り
、
去
る
十
月

七
日
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
互
選

に
よ
り
、
不
肖
、
私
が
委
員
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才

の
身
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
手
腕
力
量

共
に
抜
群
で
あ
り
ま
し
た
藤
田
前
委

員
長
の
後
任
と
し
て
、
先
す
そ
の
職

責
の
重
大
性
を
痛
感
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
も
教
育
委
員
と
し
て
す
で
に
十

余
年
の
間
、
微
力
な
が
ら
村
の
教
育

行
政
に
た
す
さ
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
画
期
的
な
建
設
事
業

が
幾
多
行
な
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
と
い
う
の
も
、
村
当
局
、

並
び
に
村
議
会
の
方
々
の
御
理
解
と

村
民
各
位
の
御
協
力
に
侯
つ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
更

に
村
教
育
進
展
の
た
め
、
及
ば
す
な

が
ら
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
委

員
合
議
の
上
、
一
生
懸
命
努
力
い
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

先
輩
の
方
々
の
御
指
導
及
び
、
村
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
ね
が
い
申
し

上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
い
て

　
次
の
一
か
ら
四
ま
で
の
該
当
者

①
年
令
十
八
才
以
上
の
も
の

②
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ

と
の
な
い
も
の

③
警
察
官
及
び
税
務
に
従
事
す
る
公

務
昌
で
な
い
も
の

④
興
信
所
、
秘
密
探
偵
枇
等
に
勤
務

し
て
い
な
い
も
の
◎

四
、
応
募
の
方
法

　
新
潟
県
続
翫
調
査
働
任
用
候
補
者

登
録
串
請
書
の
提
出
に
よ
る
。

　
新
潟
県
続
計
調
査
員
任
用
候
補
者

登
録
制
度
は
知
事
が
任
命
す
る
。

　
統
計
調
査
員
の
還
考
を
円
滑
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
お
よ
び
県
が
行

な
う
続
計
調
査
の
適
確
な
実
施
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
登
録
の
有

効
期
間
は
、
登
録
の
日
か
ら
二
年
と

す
る
。

　
た
マ
し
、
任
用
候
補
者
の
希
纏
に

よ
っ
て
更
新
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
　
日
頃
響
に
翼
味
、
闘
箋
持

ち
で
調
査
員
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
方
、
又
ζ
の
登
録
制
反
の
詳
細
を

知
り
た
い
方
は
、
役
燭
の
行
政
課
の

方
へ
お
聞
合
せ
下
さ
い
．
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よ
毎
　
　 宙日裏高舞学覆樋口美智子
こ
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羅灘箋観鯖講箋赤
黎馨鰹式あ殿鷺主い

金　つ子だなるれ
もとどけ方施に
かおもで法設は
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りな親　。す入院
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　oよ　　　る最ろ
　まり　　のも　つ
　た1も　　は賢て
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体
育
の
日
に

　
　
　
青
年
会
で
排
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
中
体
育
舘
で

　
去
る
十
月
十
日
、
田
沢
中
学
校
体

育
舘
に
お
い
て
中
里
村
青
年
会
主
催

の
も
と
に
、
九
チ
ー
ム
（
貝
野
ニ
チ
ー

ム
倉
俣
ニ
チ
ー
ム
、
芋
沢
、
本
村
チ
ー

ム
、
如
来
寺
、
田
中
、
上
山
チ
ー
ム

荒
屋
、
通
り
山
チ
ー
ム
、
小
原
、
干

溝
、
桂
チ
ー
ム
，
清
津
峡
チ
ー
ム
）

百
余
名
参
加
し
て
排
球
大
会
が
霜
こ

な
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村
内
各
地
区
の
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麹

年
が
よ
り
一
層
相
互
の
親
睦
を
と
、

昨
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
学
校
開

放
に
お
け
る
成
果
を
競
い
合
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
村
長
杯
野
球
大
会
も
行

な
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
朝
か
ら

の
雨
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た

た
め
一
層
排
球
大
会
に
盛
り
あ
が
り

を
見
せ
た
。

　
午
前
十
時
、
青
年
会
長
の
挨
拶
に

華
　
　
　
鷺

マ
灘

帝
鞭
鰯

翌
鞭
．

、
蜜
饗
遙
翼
縫

簗懸
灘
醐
・
写真はポイソトをとりつ、

　　　とられつの接戦の1コマ

は
じ
ま
り
、
大
島
康
太
郎
君
の
力
づ

よ
い
宣
誓
に
よ
っ
て
熱
戦
の
火
ぶ
た

が
き
っ
て
お
と
さ
れ
た
。
ど
の
チ
ー

ム
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、
今
ぞ

こ
こ
に
！
と
大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
し
、

体
育
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
一
日
だ
つ

た
。
　
な
お
、
一
位
か
ら
三
位
ま
で
の
各

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

位位位
芋
沢
チ
ー
ム

貝
野
A
チ
ー
ム

通
り
山
、
荒
置
チ
ー
ム

如
来
寺
、
田
中
、
上
山
チ

ー
ム

国
際
人
権
年
記
念
標
語
募
集

　
灘
難
　
　
薦
羅
㎝
購
　

人
権
尊
重
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

い
ろ
い
ろ
な
記
念
行
事
や
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
基
本
的
人
権
は
人
間
で

あ
れ
ぱ
だ
れ
で
も
持
っ
て
肉
り
ま

侵
し
た
り
し
た
問
題
が
沢
山
発
生
し

て
い
ま
す
。
人
権
を
尊
重
し
合
う
気

持
が
国
民
一
人
一
人
の
心
の
中
に
深

く
浸
み
わ
た
り
住
み
よ
い
社
会
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
な
標
語
…
…
と
い
う

趣
旨
で
「
国
際
人
権
年
記
念
標
語
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
〆
切
り
昭
和
四
十
三
年
十
一
月

末
日
◇
優
秀
標
語
の
方
に
は
、
賞
状
の
ほ

自動車税期限内納入を

十日町財務事務所
◇
県
税
み
な
さ
ま
の
県

税
に
対
す
る
日
頃

の
ご
協
力
を
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。【

自
動
庫
税
】

▽
第
二
期
の
納
期

限
…
…
十
月
三
十

一
日

◎
納
税
通
知
書
は

＋
月
＋
七
日
頃
お

手
許
に
届
く
予
定

で
す
。
納
期
限
内
の
完
納
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
月
末
は
収
納
機
関
が
、
こ
み
あ
う

こ
と
を
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
お
早
目

に
、
も
よ
り
の
銀
行
、
郵
便
局
又
は

財
務
事
務
所
窓
口
で
納
付
し
て
下
さ

い
。◎
自
動
車
の
移
転
、
抹
消
、
廃
恵
等

の
手
続
き
を
要
す
る
も
の
は
阜
目
に

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
．
手
続
き
が

遅
れ
ま
す
と
納
税
者
が
不
利
益
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
、
一
括

納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
記
念
品
を
呈
し
ま
す
。

◇
送
り
先

　
長
岡
市
柏
町
一
丁
目
五
十
一
番
地

　
　
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
内

　
　
　
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
訂
　
　
正

　
本
紙
九
月
号
一
面
、
藤
田
五
郎
氏

の
「
辞
職
の
こ
と
ぱ
」
文
中
「
新
潟

県
市
町
村
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
々

長
と
し
て
」
と
あ
る
は
、
「
新
潟
県

市
町
村
教
育
委
員
連
合
会
の
、
代
議

員
、
理
亭
、
監
事
を
歴
任
し
、
又
郡

市
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
々
長
と
し

て
」
の
誤
り
で
す
の
で
訂
正
し
ま

す
．

　
最
近
K
は
千
葉
の
柏
市
か
ら
妻
を

迎
え
た
。
彼
女
の
実
家
は
柏
市
で
も

指
折
り
の
建
築
業
者
で
あ
り
、
し
か

も
彼
女
が
、
非
常
に
若
く
美
人
と
き

て
い
る
か
ら
K
は
果
報
者
で
あ
る
．

　
近
頃
、
農
家
の
長
男
の
嫁
が
な
く

困
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
都
会

の
若
い
娘
が
雪
国
に
は
る
ぐ
輿
し

て
来
て
呉
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、
両

親
は
勿
論
の
こ
と
一
同
感
激
し
た
こ

と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
彼
女
が
ま
だ
高
校
生
だ
っ
た
頃
、

両
親
に
伴
わ
れ
て
K
家
を
訪
れ
て
来

た
こ
と
が
あ
る
。
（
K
は
こ
の
頃
か

ら
既
に
出
稼
ぎ
先
の
社
長
に
見
込
ま

れ
、
娘
で
あ
る
彼
女
と
将
来
を
誓
い

あ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
…
…
）

K
は
何
も
な
い
田
舎
の
こ
と
と

て
、
せ
め
て
自
慢
の
清
津
峡
や
発
電

所
へ
伴
い
、
こ
れ
サ
！
ビ
ス
に
努
め

た
。
更
に
県
養
魚
場
へ
と
案
内
す
る

際
、
彼
女
の
父
は
、
通
り
山
部
落
の

横
道
の
坂
に
湧
き
出
て
い
る
清
水
を

見
つ
け
、
こ
れ
を

味
か
っ
た
の
で
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
彼
が
、
昨
年
千
葉
で
胃
の
手

術
を
し
た
。
医
師
か
ら
食
物
は
勿
論

水
を
飲
む
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
。
彼

は
　
が
　
く
の
で
ヤ
　
　
い
の
ヨ
を

ぬ
す
ん
で
は
　
に
あ
っ
た
　
　
の
　

に
お
を
　
　
ん
で
　
を
ぬ
ら
し
て
い

齪
鷲
鄭
W
清 た

が
、
あ
お
く
さ
く
て
困
っ
た
と
い

う
。
　
彼
は
高
熱
に
う
な
さ
れ
て
た
、
そ

し
て
ひ
ど
く
水
を
飲
み
た
か
っ
た
。

と
う
く
我
慢
が
で
き
す
に
、

「
中
里
の
水
を
汲
ん
で
来
い
」

水
の

　
と
運
転
手
に
命
じ
た
。
運
転
手
は

社
長
の
一
大
事
と
ぱ
か
り
、
ト
ラ
ッ

ク
に
一
斗
樽
を
い
く
っ
も
積
ん
で
、

千
葉
か
ら
中
里
ま
で
猛
ス
ピ
ー
ド
で

と
ぱ
し
瞬
た
く
間
に
水
を
汲
ん
で
来

た
。
彼
は
痛
み
も
忘
れ
て
ベ
ッ
ト
か

ら
と
び
起
き
樽
に
か
ぶ
り
つ
い
て
飲

味
赫 ん

だ
。
と
こ
ろ
が
水
は
あ
お
く
さ
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「
中
里
の
水
じ
ゃ
な
い
ぞ
、
味
が
違

う
ぞ
味
が
つ
…
…
」

　
彼
は
た
ま
り
か
ね
て
運
転
手
を
怒

鳴
り
つ
け
た
。
こ
の
声
が
あ
ま
り
に

　
　
　
　
　
　
　
も
大
き
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
で
、
付
添
い
の
者

　
　
　
　
　
　
　
が
驚
い
て
し
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
し
て
、
彼

自
身
も
亦
目
が
覚
め
た
。
夢
を
み
て

い
た
の
で
あ
る
。
多
分
花
瓶
の
水
の

臭
い
が
唇
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
　
こ
の
時
程
中
里
の
水
が
恋
し
か
っ

た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　
今
年
に
な
っ
て
、
最
近
彼
は
奥
さ

ん
と
同
伴
で
K
家
に
や
っ
て
来
た
。

初
孫
の
お
め
で
た
が
近
く
あ
る
と
云

う
の
で
喜
び
を
か
く
し
き
れ
す
馳
け

つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
わ
す
か
な
暇

を
見
つ
け
て
例
を
通
り
山
の
清
水
に

自
動
車
を
と
ぱ
し
、
存
分
に
飲
み
、

更
に
魔
法
瓶
に
ま
で
つ
め
た
。
お
土

産
に
千
葉
へ
持
っ
て
帰
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
来
る
途
中
、

こ
れ
も
亦
全
部
飲
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

　
K
の
妻
も
亦
き
れ
い
な
小
川
が
好

き
で
、
今
日
も
亦
、
家
の
側
を
流
れ

る
清
水
に
足
を
入
れ
、
め
す
ら
し
そ

う
に
飽
き
す
眺
め
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
信
治


